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世界気候計画（WCP）への各国の対応について

アソケートによる最近め情報 ＊

村　木　彦　麿＊＊

　1。はじめに

　世界気象機関（WMO）の事業は六つの計画，①世界

気象監視計画（WWW計画），②世界気候計画（WCP），

③研究・開発計画④気象の応用計画，⑤水文・水資源

計画，⑥教育・訓練計画に大別される．

　この中でWCPはWWW計画につぐ高い優先度を与

えられている．WCPの1980～1983年の計画概要につい

ては朝倉（1981）の詳しい解説があり，その後のWMO

の1984～1987年（第9財政期）の事業計画については新

田（1984）の解説があり，その中でWCPの新しい動

きが述べられている．

　WCPは今後長期間にわたって推進され，大きく発展

する可能性をもった計画といえるが，気象庁ではWCP

に関連した気候問題への総合的な取り組みの一環とし

て，近年の世界および日本における異常気象と気候変動

の実態，異常気象の原因と気候変動の今後の見通し，内

外の気候変動対策等に関する調査を行い，1984年3月に

「近年における世界の異常気象の実態調査とその長期見

通しについて（皿）」と題する報告書（1974年3月の第1

報，1979年3月の第2報につづく第3報）を公表した．

　この報告書の中のアンケートに関する部分は第3報の

作成に当たった気候変動調査委員会（気象庁が設置）が

1983年7～9月に外国の気象機関等に対して実施した異

常気象と気候変動に関するアンケート調査によって得ら

れた結果に基づいている．このアシヶ一ト調査全般につ

いては村木・真野（1984）の総合報告がある．

　気象機関を対象とした質間の中で，（1）実施中又は計

画中のWCPに関連した活動，（2）WCP関連の活動に

密接に関連する部局名と専門家名という二つの質問事項

は今回のアンケート調査を特徴づける事柄の一つである

が，第3報において（1）については，回答のうち先進

工業国＊＊＊から送付された印刷資料が主として用いら．れ

ており，一方，総合報告の中では（1），（2）の結果は他

の多くの項目とともに画一的に扱われている．しかし，

WCPはWMOの事業の中では前述のように重要な位
置を占めており，今後大きく発展する方向にあること，

および1979年の第8回世界気象会議においてWCPが

採択されて以来初の調査であることから，ここでは質間

（1）から得られた情報に焦点を絞り，特に従来あまり情

報の得られていない国に注目して，本欄で結果を詳しく

報告することは意義のあることと考えられる．このよう

な観点から，遅れて寄せられたトルコからの回答もとり

入れ，最近の世界各国のWCPへの具体的な対応につ

いて概観してみたい．

「

　＊Latest　infbrmation　on　the　activities　in　various

　　countries　relating　to　the　World　Climate　Pro－

　　gramme　obtained　through　a　questionnaire　to

　　meteorological　services．

＊＊Hikomaro　Muraki，海洋気象部海上気象課（総

　　務部企画課気候変動対策室併任）．

＊＊＊本文では，先進工業国，開発途上国に属する国

　　は「西暦2000年の地球」（アメリカ合衆国政府，

　　1980）の中の表を参考にした．

1984年10月

2・WCPへの対応の概要

　調査の対象とした気象機関は，1983年1月現在で

WMOに加盟している151か国（日本を除く）と5領域

（香港，ニューカレドニア等）のうちから選定した105か

国について，それぞれの国の気象機関とした．回答は52

か国（50％）から寄せられたが，そのうち前記質問（1）

に対して43か国（41％）が回答している．

WCPへの対応の状況を，a・何らかの活動を行って

いる，b．気候計画を立案中，c．行っていないの三つ

の項目に分けてこれらの国を分類すると第1表のように

なる．これからおよそ8割の国がWCPに関連する活
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642 世界気候計画（WCP）への各国の対応について

第1表　WCPへの対応の概要．

a・何らかの活動を行っている

b・気候計画を立案中

c．行っていない

その他（意味不明）

国

オーストラリア，オーストリア，バソグラデシュ，ベル
ギー，カナダ，チャド，チリ，中国，コ・ンピア，フ
イジー，フイソランド，フランス，東ドイツ，西ドイ
ツ，グアテマラ，インド，イスラエル，ケニア，オラ
ンダ，ニュージーラソド，ノルウェー，ペルー，ルー
マニア，サウジアラピア，シエラレオネ，スウェーデ
ン，シリア，タンザニア，アメリカ，ウルグアイ

アルゼンチソ，ポーランド，スイス，ユーゴスラビア

コスタリカ，キプ・ス，ギリシャ，韓国，
ル，タイ，　トルコ，ジンバブェ

シンガポー

ヨルダソ

国　数

30

4

8

1

43

全体に対す
る割合（％）

70

9
19

2
100

動を実施中か計画中であることがわかる．

　何らかの活動を行っており具体的に活動内容を答えて

きた30か国のうちオーストラリア，フランス，西ドィツ，

アメリカ＊の4か国は印刷資料を回答の代わり又は参考

資料としている．活動状況が印刷資料となっていること

はWCPに対する対応が進んでいることの一つのしるし

とも考えられるが，これらの国はいずれも先進工業国に

属する．一方，「関連活動は行っていない」と答えてきた

国は，ギリシャを除いて他の7か国は開発途上国に属す

る．ギリシャはrさし当たり行う計画はない」としてい

る．

　3・各国の具体的な活動

　WCPは，①世界気候資料計画（WCDP），②世界気候

利用計画（WCAP），③世界気候影響調査計画（WCIP），

④世界気候研究計画（WCRP）の四つの計画から成っ

ている．各国の回答の中に含まれる一つ以上の事項はこ

れらの計画のいずれかに関連すると考えられるが，ここ

では四つの計画との対応を考えて，i）気候データの収

集・管理，ii）気候利用と気候影響，iii）気候研究の三

つの項目を設定し，回答を整理し一欄表（第2表）にま

とめた．

　第2表はある国がどの項目に重点を置いて具体的な活

動を行っているかということも示していると考えて，各

項目に対する回答国数を集計すると次のようになる．

　i）気候データの収集・管理……………・…・・20か国

＊本文において，国名が二つ以上列挙される場合は

　すべてアルファベット順（ただし英語の名称によ

　る）にしてある．

　ii）気候利用と気候影響…………一・…・……19か国

　iii）気候研究……………一・・…………………13か国

　これから現段階ではrデータの収集・管理」に力を注

ぐ国が多いことがわかる．オーストリア，ベルギー，中

国，コ・ンビア，東ドイツ，ノルウェーはii），iii）の

項目だけに回答しているが，ii），iii）の項目を回答する

場合はi）についても何らかの活動を行っていることが考

えられる．一方，i）の項目だけに回答している国はバ

ングラデシュ，チリ，グアテマラ，ニュージーランド，

サウジアラビア，タンザニア，ウルグアイで，ニュージ

ーランドを除くと他はすべて開発途上国に属する国であ

る．したがってこの場合は，i）の活動が重要な位置を

占める段階にあることを意味しているかもしれない．

WCPの目的を達成するのに最も重要なことは，信頼

のおける資料を利用しやすいように準備することである

から，各国にとってi）に関連する活動は最も基礎的な

ものと考えられる．「気候利用と気候影響」の項目も多

いが，これはWCPの二つの計画のそれぞれに関連す

る事項を含んでいるためである．「気候研究」の項目は

比較的少ない．

　次に，項目別に具体的な活動内容を概観する．

　i）気候データの収集・管理

　r気候データ処理・品質管理・保管・検索のためコン

ピュータを導入する予定」（ケニア），「データ処理シス

テムの近代化」（バングラデシュ）等の例にみられるよ

うに，開発途上国では気候データの処理・管理体制作り

が多い．また，観測網の拡張（フィジー）や観測の充実

（グアテマラ，イスラニル，ルーマニア），気候図の作成

（イスラエル，シエラレオネ，ウルグアイ）というのも

、天気ケ31．10．

一
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第2表　各国のWCP関連の活動状況・ （村木・真野，1984）

地区

ア

フ

リ

カ

ア

ジ

ア

南

ア

メ

リ

カ

北
　

中
部
ア
メ

リ

カ

国 名

チ　　ヤ　　ド

ケ　　ニ　　ア

シエラレオネ

タンザニア

気候データの収集・管理

気候データ処理・品質管理・
保管・検索のためコンピュー
タを導入する予定．

気候図を作成中．

データ処理部にマイコンを導
入した．

気候利用と気候影響

サヘール地方の干ばつ対策と
して，「サヘール地方におけ
る水利・農業気象部門の強化」
計画を実施中．

1977年にナイ・ピで国連砂漠
化防止会議が開かれた．その
後，全国的な植林や森林の伐
採制限で砂漠化・土壌侵食に
対処している．

太陽・風力エネルギーの利用．

気候研究

行っていない：ジンバブェ
無　回　答：チュニジア， オートボルタ

バyグラデシュ

中 国

イ　　ン　　ド

サウジアラピア

データ処理システムの近代化1

過去・現在の気候変動の農業
への影響．

過去・現在の気候変動の調査．

WCP関連活動のための国内委員会が発足した．気候影響調査計画関連の活動がいくつか
スタートした

過去のデータのマイク・フィ
ルム化を今年から実施．デー
タのインベントリーを作成
中．現在，いくっかの観測所
についてのデータベースがす
でにある．今後，データのア
クセスの機能，処理能力，品
質管理の向上を目指す．

行っていない：韓国，タイ
無　　回　答：イラン

アルゼンチン

チ リ

コロンピア

ペ　　ノレ　　ー

ウルグアイ

カ　ナ　ダ

国家気候計画の第1期計画を立案中．

世界情報管理システム（Siste－
ma　Mundial　de　Preparaci6n
de　Datos）にデータを提供し
ている

データの自動処理の国家計画．

気候図を作成中．

1971～1980年のコ・ンピアの
降水量・気温と日射病の件数
との関係を調査している．

気候と水資源，異常気象の多
発地域での天気予報．太陽エネ
ルギーの利用の可能性を研究．
Junin州の農業気候学的評価．

気候変動が経済の各分野（農
業・林業など）に及ぽす影響
を研究中．

アマゾン流域の水文学・気候
学．

気候予報を目標に，大気大循
環モデルの改良や診断的研究
を行っている．

二酸化炭素のモニタリングと
気候への影響，炭素循環のモ
デリング

1984年10月 39
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（第2表　つづき）

地区

北
●

中
部
ア

メ

リ

カ

南

西

太

平

洋

ヨ

1

口

ツ

ノミ

国 名

グアテマラ

ア　メ　リ　カ

気候データの収集・管理

気候変動と天候の監視に関す
る活動（主に，河川・湖の汚
染や工場・乗物からの汚染物
質の監視）．

気候利用と気候影響 気候研究

「印刷物参照のこと」

行っていない：コスタリカ

オーストラリア

フ　イ　ジー

ニユージーランド

オーストラリアの気象・気候　直接WCAP，WCIPに関連
データ及びGTSから得たデ
ータの大部分を保有している．
オーストラリアのデータは品
質管理がなされている．

コンピュータによるデータ管
理．

現在の観測網の拡張．

南太平洋・ニュージーランド
地域の気候データに関する情
報のまとめと配布．

した活動は行っていないが，
，水資源・土地利用・農業・エ
ネルギーの各分野の研究所で
研究活動を行っている．

利用に力を入れる．特に農業
・エネルギー分野．

「印刷物参照のこと」

行っていない
無　　回　　答

シンガポール
マレーシア

オーストリァ

ベルギー

フィソランド

フ　ラ　ンス

東ドィツ

西ドィツ

イスラェル

オランダ

ノルウェー

2～3人がWCAP，WCDP
関連活動に従事している．長
期気候データの均質化．1961
～80年の新しい気候統計の作
成．

西アフリカ気候データバンク
設立に参加．

大気汚染，都市化の影響のモ
ニタリソグ．エネルギー問題
への気候利用．

気候変動が水文過程と水資源
に及ぽす影響の研究（計画中）．

2～3人がWCAP，WCDP
関連活動に従事している．

国立農業研究所や熱帯農業研
究所と協力して，農業への利
用．

気候モデルによる研究．

ISCCPへの参加．
大気大循環モデルによる研究．

大気・海洋データの時系列の
診断的研究．

大気力学の研究．エー・ゾル
と放射の研究．

「印刷物参照のこと」

気候図の作成（準備中）．局地
気候図の作成．

太陽放射の観測．

降雨強度の解析・処理．降水
の化学分析．

西暦1700年以来の毎日の観測
記録に基づいてオラソダの長
期気候時系列を作る．

風力資源の調査．
人工降雨の研究．

気候変動の人間活動に及ぽす
影響の報告書作成中．

東地中海の干ばつの総観状況
の研究．

定常超長波を理解するための
数値実験．

1

40 、天気”31．10．
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（第2表　つづき）

地区

ヨ

1
口

ツ

ノ受

国 名

ルーマニア

スウェーデン

シ　　リ　　ア

．気候データの収集・管理

パックグラウンド汚染の測定．
オゾンの測定．

データ処理法の改善．

気候利用と気候影響

環境，エネルギー（太陽， 風），

建築，食料，水への利用サー
ビスの発展．

環境庁は大気汚染物質の長距
離輸送と酸性雨を調査．

気候研究

気象要素の変動性（varia－
bility）の研究．

アラブ乾燥地研究センター（The　Arab（〕ent6r　fbr　the　Studies　of　Arid　Zones　and　Dry

Lands）を作った．

気候計画を立案中：ポーラソド，スイス，ユーゴスラビア
さしあたりWCP関連活動を行う計画なし：ギリシャ
行っでいない：キプ・ス，トルコ
意味不明：ヨルダン
無　回　答：ブルガリア，チェコス・パキア，アイスランド， アイルランド，イタリア

注1）地区区分は世界気象機関（WMO）による地区区分に従った．
注2）表中に・「印刷物参照のこと」とあるが，本稿では印刷物の内容の説明は省略した．

注3）本表にはトルコの情報もとり入れてある．

比較的多い．特色のあるものとしてはr西暦1700年以来

の毎日の気象観測記録に基づいて長期の気候時系列を作

る」（オランダ）があげられる．

　ii）気候利用と気候影響

　先進工業国からの回答が比較的多い．エネルギー，農

業，水資源，土地利用，建築等の分野における気候情報

の利用（オーストリア，フィジー，フランス，スウェー

デン）と気候変動の農業，林業，水資源等に及ぼす影響

の調査（ベルギー，カナダ，中国，ノルウェー）が多
い
．
特 色のあるものとしてはrサヘール地方の干ばつ対

策として，サヘー・ル地方における水利・農業気象部門の

強化の計画を実施中」（チャド），r全国的な植林や森林

の伐採制限で砂漠化・土壌侵食に対拠している」（ケニ

ア）のようにサハラ砂漠の南側の地帯における砂漠化と

干ばつの脅威をうかがわせるものや，r1971～1980年の

コ・ンビアの降水量・気温と日射病の件数との関係を調

査している」（コ・ンビア）がある．

　iii）気候研究

　先進工業国からの回答が圧倒的に多く，開発途上国か

らはペルーの1か国だけである．

　「気候モデル・大気大循環モデルによる研究」，「気候の

診断的研究」，「二酸化炭素の気候に及ぼす影響の研究」

等気象学・気候学の一般的テーマが多い．地域的な特色

のあるものとしてはrアマゾン流域の水文学・気候学」

（ペルー），「東地中海の干ばつの総観状況の研究」（イス

ラエル）がある．

1984年10月

　上記i）～iii）の項目に関連してオーストラリア，フ

ランス，西ドイツ，アメリカから送付された印刷資料の

内容の説明は省略する．

　4．おわりに

　WCPへの世界各国の具体的な対応に関する今回の情

報は，各国気象機関を対象とした異常気象と気候変動に

関するアンケート調査の中の一質問事項から得られたも

のであり，特にこのテーマに関して細かく設定された質

問によるものではない．したがって，回答の内容は部分

的な記述とな・っている場合も考えられる．また，回答率

は41％であり，回答にはわずか2行の記述から詳しい印

刷資料まで含まれていることから，得られた情報は均質

で網羅されたものであるとはいえない．しかし，今回の

調査が，1982年のエルチチョン火山噴火，1982～1983年

にかけての今世紀最大規模といわれるエルニーニョ現象

と世界的に発生する異常気象との関連に対する内外の認

識と，人間活動（化石燃料使用，森林破壊等）の気候に

及ぼす影響についての議論の高まりを背景として行われ

たものであり，しかもWCPへの具体的な対応に関す

る世界各国からの初めての情報であることからその意味

は大きい．

　なお，回答が短かい記述になっているため，具体的な内

容がわからないものもある・特にヨルダンでは「WWW」

と記入してあるだけなので，これが仮にr世界気象監視」

を意味するとしてもWCPとの関連で何を意味するか
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明らかではない．このような回答についての問い合わせ

やWCPに関連する情報交換の連絡先として，前記質問

事項（2）に対する44か国からの回答は有用である．

　本稿をまとめるにあたり朝倉　正前気候変動対策室

長（現長期予報課長）には有益な御助言を賜わり厚く御

礼申しあげます．
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